


BOHLER K340 ISODURはお客様を稼がせる汎用冷間工具鋼です。 

 

お金を稼ぐだけでなく、お金（コイン）を作る事もできます。 

 

お金を作る他にもブランキング、切削、転造、押し出し、深絞り、曲げ

といった用途に必要とされる優れた耐磨耗性や圧縮強度そして靭性を兼

ね備えたオールラウンドな冷間工具鋼です。 

欧州で流通しているほとんどの 

ユーロ硬貨の製造にK340 ISODUR 
は使用されています。 



BOHLER  K340 ISODUR がお客様のコストダウンにお役にたてる１１の理由 

①8％含有するクロムをはじめ、配慮された成分設計である事 

 

②優れた靭性と圧縮強度を持っている事 

 

③特殊合金元素添加により凝着磨耗に強い材料を実現した事 

 

④引っかき摩耗にも強い事 

 

⑤すぐれた焼き戻し軟化抵抗をもっている事 

 

⑥優れた寸法安定性維持しながら二次焼きもどし硬化域をを利用できる事 

 

⑦優れた放電加工性をもっている事 

 

⑧ソルトバス、ガス軟窒化、プラズマ軟窒化に最適である事 

 

⑨PVD（物理蒸着）コーティングができる事 

 

⑩真空焼きいれに適している事 

 

⑪成分設計と製鋼工程によりレデブライト12％クロム工具鋼（SKD11等) 
 や通常溶解の８％クロム具鋼に比較して均一で細かい炭化物が分布し、 

 これにより優れた靭性をもつ事ができる事 

 

K340 ISODURの適用分野 

・冷間成型、打抜及び穴抜工具 

 （例：ダイ・パンチ） 

・深絞り及び押出用冷間工具 

・潰し（コイニング）工具 

・曲げ工具 

・転造ダイス 

・工業用ナイフ 

・ガイドレール等の機械部品 

 

K340  ISODURの合金成分 



BOHLER K340 ESRはエレクトロスラグ再溶解法で製造されて 

います。BOHLERが長年の試行錯誤によって蓄積してきた 

この再溶解技術により、マクロレベル及びミクロレベルの偏析を

低減し、材料のベストパーフォーマンスを引き出すのに必要な 

清浄度と均一な組織を得ることができます。 

BOHLERのESR 

通常のレデブライト12％クロム鋼（JIS SKD11等）や８％クロム鋼

と比較してK340 ISODURはつぎの様な利点があります。 

①全断面や全長にわたって均一な組織である事 

②大型サイズの製造が可能で、炭化物の分布が良好である事 

③寸法変化がすくなく均一である事 

④靭性値が高く広汎な用途に適用できる事 

⑤圧縮強度が高く厳しい使用条件の用途にも対応できる。 

⑥均一な組織のため加工性が良好である。 



K340 ISODURの焼きもどし性能曲線 

試験片 20ミリ角 

５バールで真空焼入れ 

焼きもどし 3回 

 

応力除去焼きなまし 

・約650℃にて実施 

・全体を加熱後、１～２時間、中性雰囲気でソーキング 

・炉内でゆっくりと徐冷 

 
 応力除去やきなましは複雑な形状の場合又は加工の深度が 

 大きい場合に残留応力除去を目的に実施します。 

 

 

焼入れ 

・1040℃～1060℃にて油冷、ソルトバス（500～550℃）、 

 大気、圧縮空気、真空炉などにより焼入れを実施 

・全体を加熱後、15～30分 保持 

・61-63HRCの硬さが確保可能 

 

焼き戻し 

焼入れ後、すぐに焼き戻し温度までゆっくりと加熱。 

製品厚さ20ミリ当たり１時間、ただし最低2時間以上 

炉内で保持。以後 空冷 

 

焼きもどし後の確保可能硬さについては下記の焼きもどし 

性能曲線を参照下さい。 

 

溶接補修について 

一般的に工具鋼の場合、溶接補修後にはクラックを発生する 

場合があります。事前に私どもまで御問い合わせ下さい。 



SKD12相当 

SKD11 

SKD12相当 

SKD11 

５７０℃X３回で焼きもどしを実施した場合の硬度比較 

５５０℃X３回で焼きもどしを実施した場合の硬度比較 

５２５℃X３回で焼きもどしを実施した場合の硬度比較 

K340 ISODURの焼きもどし性能比較 

同じ焼きもどし温度で３鋼種を比較しました。 

 





出典：LEOBEN材料センター 






